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九
八
号

平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
い
わ
ゆ
る
「
三
・
五
島
論
」
発
言
に
係
る
政
府
代
表
の
説
明
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
等

に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
い
わ
ゆ
る
「
三
・
五
島
論
」
発
言
に
係
る
政
府
代
表
の
説
明
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
見

解
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
三
八
号
）
六
に
つ
い
て
等
で
お
答
え
し
て
い
る
と
お
り
、

外
務
省
と
し
て
、
谷
内
正
太
郎
政
府
代
表
か
ら
は
、
御
指
摘
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
我
が
国
と
ロ
シ
ア
連
邦
が
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
戦
略
的
利
益
を
見
い
だ
す
中
で
、
北
方
領
土
問
題
を
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
北
方
領
土
の
面
積
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
答
え
た
が
、
「
個
人
的
に
は
三
・
五
島
返
還
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
」
と
い
っ
た
発
言
は
行
っ
て
い
な
い
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
外
務
省
と
し
て
、
谷
内
正
太
郎
政
府
代
表
か
ら
は
、
全
体
の
発
言
の
流
れ
の
中
で
誤
解
を
与
え
得
る
発
言
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
ず
、
結
果
と
し
て
関
係
者
に
誤
解
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
、

中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
か
ら
同
政
府
代
表
に
対
し
、
厳
重
に
注
意
し
た
。

外
務
省
か
ら
毎
日
新
聞
社
に
対
し
て
は
、
谷
内
正
太
郎
政
府
代
表
の
発
言
に
関
す
る
同
政
府
代
表
の
説
明
振
り
と
と
も
に
、

北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
政
府
の
立
場
を
伝
え
て
い
る
。


